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お金の計画
令和 2 年度当初予算

倶知安町の

特 集

　令和 2 年度当初予算が、3 月の第一回定例町議会で審議され、成
立しました。当初予算は、一年間で町がどのくらいの収入を見込み、
そのお金をどのように生かしていくのかを示したものです。
　今月号の特集では、今年度のお金の計画について説明します。

会　　　計　　　名 令 和 ２ 年 度
当 初 予 算 額

令 和 元 年 度
当 初 予 算 額 比 較

一 般 会 計 108 億 2,500 万円 91 億 9,600 万円 16 億 2,900 万円
特 別 会 計 15 億 2,419 万円 15 億 445 万円 1,974 万円

国  民  健  康  保  険 4 億 8,504 万円 4 億 9,917 万円 ▲ 1,413 万円

後 期 高 齢 者 医 療 1 億 8,403 万円 1 億 7,810 万円 593 万円

介 護 保 険 サ ー ビ ス 403 万円 479 万円 ▲ 76 万円

公 　 共 　 下 　 水 　 道 8 億 4,509 万円 8 億 1,648 万円 2,861 万円

地  方  卸  売  市  場 600 万円 591 万円 9 万円

水 道 事 業 会 計 9 億 5,291 万円 7 億 3,295 万円 2 億 1,996 万円
全 会 計 133 億 210 万円 114 億 3,340 万円 18 億 6,870 万円

令和 2 年度当初予算総額は 133 億 210 万円

　倶知安町の会計は、一般会計・特別会計・水
道事業会計に区分して経理されています。
　倶知安町における令和 2 年度予算総額は、
各会計を合わせた 133 億 210 万円で、前年度
比 16.3%（18 億 6,870 万円）の増となりました。
　そのうち一般会計は 108 億 2,500 万円で、

一般会計

水道事業会計

特別会計

税金を中心とした収入で、福祉や教育、
道路など幅広い範囲の事業を行う会計。

独立採算による事業を経理する会計。主
に水道水の供給や水源、水道管の整備や
維持管理を行う。

特定の収入で特定の事業を行う会計。倶知安町の場合、次の 5 つ
を特別会計として設けている。
①国民健康保険事業
　主に国民健康保険加入者の医療費を給付する。
②後期高齢者医療事業
　主に 75 才以上の方の医療費を給付する。
③介護保険サービス事業
　主に地域包括支援などの介護事業の運営管理の経理を支出する。
④公共下水道事業
　主に下水道管や下水処理施設の整備や維持管理を行う。
⑤地方卸売市場事業
　主に町地方卸売市場施設の維持管理を行う。

前年度当初予算額と比べ 17.7%（16 億 2,900
万円）増となり、　特別会計は 15 億 2,419 万
円で前年当初予算と比べ 1.3%（1,974 万円）
の増となっています。また水道事業会計は、9
億 5,291 万円で前年当初予算と比べ 30.0%（2
億 1,996 万円）の増となりました。
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令和 2 年度当初予算特　

集 お金の計画

町が受け取る寄附

寄附金（1.0%）
1 億 502 万円

一般会計の

歳  入
108 億 2,500 万円

歳 入
※（　）内の数字は構成比

町に納める税金

町税（30.1%）
32 億 5,158 万円

町税延滞金や学校給食費など

諸収入（5.7%）
6 億 1,708 万円

前年度の予算執行後残ったお金

繰越金（0.5%）
5,000 万円

市町村間の財源の不均衡の
調整に国から交付されるお金

地方交付税（17.6%）
19 億 800 万円

町の借金

町債（20.2%）
21 億 7,870 万円

国からの負担金・補助金

国庫支出金（6.8%）
7 億 3,529 万円

道からの負担金・補助金

道支出金（4.8%）
5 億 2,102 万円

財産の貸し付けや売り払いによる収入

財産収入（1.0%）
1 億 1,267 万円

基金などから一般会計に繰り入れるお金

繰入金（5.1%）
5 億 5,522 万円

各施設の使用料など

使用料及び手数料（1.6%）
1 億 7,619 万円

地方消費税交付金・地方譲与税ほか（5.0%）
5 億 5,025 万円

保育所の保育料など

分担金及び負担金（0.6%）
6,398 万円

自主財源 ＝  町が自主的に徴収する財源

依存財源 ＝  国や道から交付される財源

町税 地方交付税

国・都道府県・市町村に納める税金の
うち、町に納める税金のこと。町民税
や固定資産税、軽自動車税、入湯税、
町たばこ税などがそれにあたる。

地方交付税には、基準財政需要額（町が適正な水準の行政活動を行うた
めに必要となる額）と基準財政収入額（町の標準的な税収入より算定し
た額）との差額に対して国から交付される普通交付税と、それ以外の特
殊な財政需要に対して交付される特別交付税の 2 種類がある。

固定資産税および町民税が増加の見込
み。また、宿泊税の徴収開始に伴い増
額。

町税 6 億 2,316 万円

新庁舎整備事業債や風土館屋根改修事
業債、総合体育館照明改修事業債など
の借入により増額。

町債 10 億 3,220 万円増 増

歳入予算額を項目ごとに前年度と比較し、大幅に増減したものとその主な要因を説明します。

町税の増加に伴い 地方交付税は減少

　町税が増加傾向にある一方で、令和 2
年度の地方交付税は 19 億 800 万円とな
り、前年より 9.7%（2 億 600 万円）の減額。
　地方交付税の総額は、標準的な税収入や
歳出の見積もりなどにより算定されます。
今年度当初予算では、固定資産税および町
民税の予算額増に伴い、基準財政収入額が
増加したため、基準財政需要額との差額で
ある財源不足額が前年より少なくなったこ
とから普通交付税が減少しました。なお、
倶知安町が導入した宿泊税は法定外税であ
るため、地方交付税額の算定に影響はあり
ません。

町税・地方交付税の推移（平成 23 年度～令和 2年度当初予算額）
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26 億 2,842 万円

21 億 1,400 万円

19 億 800 万円

32 億 5,158 万円町税

地方交付税

（年度）

町税の内訳（令和元年度と令和 2年度における当初予算額の比較）

その他の町税 * ～ 軽自動車税、町たばこ税、入湯税、都市計画税

その他の町税 *
3 億 4,950 万円

その他の町税 *
3 億 2,601 万円

R1

R2
固定資産税

15 億 1,927 万円

固定資産税
12 億 4,750 万円

町 民 税
10 億 8,281 万円

町 民 税
10 億 5,491 万円

宿 泊 税   3 億円

26 億 2,842 万円

32 億 5,158 万円

　町税は一般会計歳入全体の 30.1%
を 占 め る 32 億 5,158 万 円 で、 前
年度より 23.7%（6 億 2,316 万円）
の増額です。要因は、引き続きリゾー
ト開発の増加に伴い、固定資産税が
2 億 7,177 万円の増、個人・法人
ともに堅調な税収が見込まれること
から町民税が 2,790 万円の増となっ
ています。その他、宿泊税（3 億円）
が当初予算で初めて計上されまし
た。

（年度）

固定資産税・町民税の伸びと 宿泊税により収入増



地方税法で定められた税

地方税 法定税 普通税
使い道を自由に決められる
例：住民税・固定資産税など

目的税
使い道が決まっている
例：入湯税・都市計画税など

自治体が独自に課する税

法定外税 普通税
使い道を自由に決められる
例：別荘等所有税（静岡県熱海市）など

目的税
使い道が決まっている
例：遊漁税（山梨県富士河口湖町）、宿泊税（倶知安町） など
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令和 2 年度当初予算特　

集 お金の計画 宿泊税昨年 11 月より導入

新たな財源として
　人口減少の加速や少子高齢化の進展などに
より、税による収入が伸び悩む自治体も少な
くありません。全国どの自治体も持続可能な
財政運営のために、収入を増やしたり支出を
抑えたりするなど、さまざまな工夫を凝らし
ています。
　倶知安町は昨年 11 月、独自に宿泊税を導
入し、新たな財源を確保することとしました。

納税者は町内施設に宿泊する人
　宿泊税は、町内の各宿泊施設が設定した宿
泊料金の 2% を宿泊者が納めるもの。宿泊客

一般会計の 歳 出
※（　）内の数字は構成比

議会費（0.9%）
9,606 万円
町議会の運営など

教育費（10.5%）
11 億 3,596 万円
学校教育・生涯教育など

公債費（6.7%）
7 億 2,469 万円
町の借金返済など

その他（0.2%）
2,793 万円
労働費・災害復旧費・予備費

農林水産業費（2.5%）
2 億 7,151 万円
農業・畜産業など

商工費（1.7%）
1 億 8,612 万円
企業・商店街・観光など

土木費（17.3%）
18 億 7,141 万円
道路・除雪・新幹線など

消防費（3.8%）
4 億 1,011 万円
消防組合への負担金など

総務費（27.8%）
30 億 1,181 万円
財産管理・町民活動・税務など

民生費（21.5%）
23 億 2,373 万円
福祉・児童館・保育所など

衛生費（7.1%）
7 億 6,567 万円
医療・ごみの収集など

歳  出
108 億 2,500 万円

旧胆振線跡地宅地造成事業が完了し、
事業費が減少したことなどから減額。

土木費 4 億 6,204 万円

歳出の目的別予算額を前年度と比較し、大幅に増減した費目とその主な要因を説明します。

風土館屋根および総合体育館メインア
リーナ照明の改修工事などにより増
額。

教育費 1 億 8,988 万円

役場庁舎建設事業により増額。

総務費 16 億 2,272 万円

子ども・子育て施設型給付費、子育て
のための施設等利用給付などの子育て
関連事業により増額。

民生費 1 億 6,146 万円

増

増 増

減

延べ数や宿泊料金調査結果などから算定し、
今年度は 3 億円の収入を見込んでいます。

観光振興のために
　地方税は、地方税法に税目の定めがある「法
定税」と、それ以外の「法定外税」に分けら
れます。法定外税は、総務大臣の同意を得た
上で、自治体が独自に課することができる税
です。倶知安町が導入した宿泊税は、法定外
税の中でもあらかじめ使い道を特定した「法
定外目的税」で、「世界に誇れる国際リゾー
ト地」を目指すにあたって観光振興のための
以下の事業に活用します。

宿泊税を財源とした主な事業
リゾートタウンとしての魅力の向上 リゾート地としての質の向上
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5 月 1 日発行（広報折込み）予定の予算説明書「ア
クティブくっちゃん」では、ここで紹介できなかっ
た事業を中心に紹介します。そちらも併せてお読
みください。

　当初予算は、各課から示された事業について、町長の下、予算担
当課を中心とした体制で精査したものを町議会に提出し、審議、議
決を経て、成立します。
　これまでのページで「お金の計画」のうち、歳入や歳出などにつ
いて説明しました。ここからは、文字町長が令和 2 年度当初予算
に込めた思いを語ります。

令和 2年度  予算説明書

アクティブくっちゃん

5 月 1 日
発  行

問総合政策課企画振興室広報広聴係
　☎ 56 － 8001

特　

集 お金の計画
令和 2 年度当初予算
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据
え
た
「
今
」

　歳入については町税の増加を見込んでいます
が、安定した行政サービスを行うために財政健
全化基金を 2 億 5,000 万円取り崩します。また、
3 カ年で完了する役場庁舎建設事業の 2 年目と
なる今年度は、工事費が最大となるため、役場
庁舎建設基金を 2 億円取り崩します。
　町債の借入については、役場庁舎建設事業に
伴うものが 16 億 7,220 万円と最も多く、総額
で前年度に比べて 90.0%（10 億 3,220 万円）
増の 21 億 7,870 万円を計上しました。なお、
町債の償還額は前年度に比べて 5.3%（3,613
万円）増の 7 億 2,466 万円となります。

役場庁舎建設や施設の改修により 予算額が大幅増

大型事業の実施に伴い 基金の取り崩しと町債の借り入れが増加

基金

町債

町の「貯金」。財政健全化基金は、財源不足
を補うために積み立てた基金の一つで収入が
支出を上回った場合、その全部か一部を積み
立てることが法律で決まっている。

町の「借金」。道路や橋などのように長期に
わたって利用される施設の建設に必要な資金
について、財政的負担の軽減と世代間の負担
の公平を図るという観点から、町債という形
でお金を調達（借金）して対応している。

　一般会計予算額が大幅に増加した要因の一つとし
て、役場庁舎建設事業（19 億 554 万円）が挙げら
れます。その他、西 3 丁目南通・第 1 倶登山橋整
備事業（4 億 3,878 万円）を引き続き取り進める他、
新規事業として総合体育館改修事業（5,802 万円）、
風土館屋根全面改修事業（3,200 万円）などの大型
改修工事について計上したことに伴い、一般会計の
予算額は前年度より 17.7%（16 億 2,900 万円）増
の 108 億 2,500 万円となりました。

*1 地産地消食育推進施設（学校給食センター）の建設
*2 くっちゃん保育所ぬくぬくの建設
*3 役場庁舎の建設（初年度）

一般会計予算の推移（平成 23 年度～令和 2年度）
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110
役場庁舎の建設
19 億 554 万円

*3

　役場庁舎の建設工事は、昨年 5 月に始まり、同年 12 月からの
冬期休工期間を経て、今年 2 月中旬から再開。現時点で基礎と
1 階部分のコンクリート工事まで完了しており、来年 3 月下旬の
庁舎完成、同年春からの運用を目指して工事を進めています。
　また、設計にあたっては、全ての町民にやさしく、利用しやす
い庁舎を基本とし、まちづくりや防災の「拠点」となるよう考え
ました。

新しい役場庁舎 来年 3 月末完成予定

▲役場庁舎 2階部分の建設工事が進む

　（3月 16 日現庁舎 3階から撮影）

倶知安町長 文
も ん じ

字　一
か ず し

志

　

昨
年
、
開
催
さ
れ
た
Ｇ
20
観
光
大
臣

会
合
は
、
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
大
成
功
を

収
め
ま
し
た
。
今
や
倶
知
安
町
は
、
国

内
外
か
ら
注
目
を
集
め
る
町
と
な
っ
て

い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
な
町
で
あ

り
続
け
る
た
め
に
は
「
世
界
に
誇
れ
る

国
際
リ
ゾ
ー
ト
地
」
と
し
て
の
基
盤
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
北
海
道
新
幹
線
や
高
速
道

路
の
開
業
を
控
え
る
な
ど
、
こ
の
町
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
は
著
し
く
、
住

民
と
し
て
は
、
先
行
き
が
見
え
な
い
こ

と
へ
の
不
安
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
行
政
と
し
て
は
、
皆
さ
ん

の
不
安
を
取
り
払
う
と
と
も
に
、
限
ら

れ
た
時
間
で
未
来
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
喫
緊
の
課
題
解
決
に
向
け
て

も
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
育
ち
を
地
域
全
体
で
支
え
る

こ
と
は
、
私
が
公
約
に
掲
げ
た
目
標
の

一
つ
で
す
。
そ
の
達
成
に
向
け
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
事
業
に
加
え
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
、
そ
し
て
育
て
る
た
め

の
き
め
細
か
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。

　

町
民
全
体
に
占
め
る
外
国
籍
住
民
の

割
合
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の
人
々
が
と
も
に
暮

ら
す
光
景
は
「
倶
知
安
ら
し
さ
」
と
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後

は
そ
の
特
色
を
生
か
し
た
取
り
組
み
に

よ
り
、
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
町
へ

　

さ
ま
ざ
ま
な
面
に
お
い
て
転
換
期
に

あ
る
中
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
は
未
来

へ
の
責
任
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
町

で
暮
ら
す
一
人
一
人
が
変
化
を
恐
れ
る

こ
と
な
く
勇
気
を
も
っ
て
一
歩
踏
み
出

す
こ
と
で
、
誰
に
と
っ
て
も
住
み
続
け

た
い
町
を
と
も
に
目
指
し
ま
し
ょ
う
。


